
８０１Ａ負荷中点接地シングルアンプ ＡＲＩＴＯ＠伊吹南麓

残留雑音
１０～３００ｋＨｚ ＩＥＣ－Ａ

Ｌｃｈ ３１６．４μＶ １１６．３μＶ
Ｒｃｈ ２２９．８μＶ ８８．５５μＶ

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｸﾀｰ
（８Ω負荷、１ｋＨｚ、１Ｖｒｍｓ）

Ｌｃｈ ７．１２ （ＮＦＢ無し ２．９７）
Ｒｃｈ ７．２５ （ 同上 ３．０３）

２０１８．３．１８
前川有人（滋賀県米原市）

負荷の中点を接地するとプレートとカソードの両
方から半分づつ出力を取り出すことになり、Ｐ－Ｋ
分割位相反転回路と同様に５０％のカソード帰還
が掛かります。 概して内部抵抗の高い送信管は
出力インピーダンスが高くなりがちですが、深い
局部帰還のおかげでオーバーオールＮＦＢを掛け
ない状態でダンピングファクタが約３と、オーディ
オ三極管並みになりました。一方で、深い局部帰
還のためか、ＯＰＴ単体では素直な減衰を見せて
いた高域特性が暴れてしまったのが残念です。
また、このアンプは出力管にバイアス回路を設
けないゼロバイアスアンプで、８０１Ａの動作とし
ては低電圧、低負荷インピーダンスとなっていま
す。
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超ﾛｰﾉｲｽﾞ可変電源ｷｯﾄです。
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AE-TPS7A4700は秋月電子の


